
受賞製品と企業
【最優秀賞（経済産業大臣賞）】
　全自動板金曲げ加工システム　 ― 　アマダ
【最優秀賞（経済産業大臣賞）】
　立形複合ねじ研削盤　 　三井精機工業
【日本力（にっぽんぶらんど）賞】
　ワイヤ放電加工機　 ／ ソディック
【日本力（にっぽんぶらんど）賞】
　デジタル超音波診断装置　 日立メディコ／日立アロカメディカル
【日本力（にっぽんぶらんど）賞】
　タービン翼冷却孔加工用放電加工機　 牧野フライス製作所
【日本商工会議所会頭賞】
　横形マシニングセンタ　 ― キタムラ機械
【日本商工会議所会頭賞】
　超精密ハイレシプロ成形研削盤　 ― α ナガセインテグレックス
【日本産業機械工業会賞】
　血管撮影システム　 島津製作所
【日本工作機械工業会賞】
　高精度横形マシニングセンタ　 森精機製作所
【日本電機工業会賞】
　プログラマブルコントローラ　 シリーズ

パナソニック　エコソリューションズ社／パナソニックデバイスＳＵＮＸ
【日本ロボット工業会賞】
　産業用ロボット「 」垂直多関節型　 ― シリーズ 三菱電機
【日本デザイン振興会賞】
　ボンディングマシン　 ― ブラザー工業
【審査委員会特別賞】
　５軸制御横形マシニングセンタ　 ― オークマ
【審査委員会特別賞】
　新大型汎用ロボット　 シリーズ 川崎重工業
【審査委員会特別賞】
　デジタルシネマカメラ　 キヤノン
【審査委員会特別賞】
　ハイスピードガントリーマシン　 ― 新日本工機
【審査委員会特別賞】
　クローラクレーン　 ― 日立住友重機械建機クレーン
【審査委員会特別賞】
　エンジン排ガス測定装置　 ― ／統合計測プラットフォーム　
　 堀場製作所
【審査委員会特別賞】
　超高精度・高速横形マシニングセンタ　μ― ヤマザキマザック

（複数受賞は五十音順）
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７月２５日 （木曜日）
　　　（ ）

２０１３年 平成２５年

　機械工業デザイン賞では、審査委員が現地に赴いて製品の検証
を行う現物審査を実施している。訪問先は国内だけでなく海外に
なることもある。
　近年、審査の範囲が生産財から医療機器、輸送機器、福祉機器
などへと広がりをみせている。今回の現物審査でも、血管撮影シ
ステムやクレーン、工作機械など、さまざまな実機に触れて操作
性などを確認している。（ 面に「現物審査風景」）

このシンボルマークは発達する機械工業
分野の躍動するエネルギーを表してお
り、　豊かな未来形成のために、　人と人、
機械と人、　あるいは自然と機械などが
リンクする姿を象徴しています。

島津製作所

日立住友重機械建機クレーン


